
烏丸通

ポストを点在させることで、観光客
や住民が利用しやすくなる。
また、塗装に朱漆を用いることで、伝
統技術を親しみやすいものにする
だけでなく、ポストの耐水性、難燃性
を向上させる。
２口の分類を、エアメールと市内近
距離用の分類にし、使いやすくする。
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2800mm

300mm

瓦骨材コンクリート

魔鏡：
鏡表面に微細な凹凸で図版
を描く。直視では視認できな
いが、光を反射させることで
、反射光の当った部分に描か
れた図版が現れる。仏具など
に用いられる。

瓦コンクリート倉庫

東本願寺改修に伴い、明治瓦を骨材とした瓦コ
ンクリートを用いる。また、壁表面に魔鏡を埋め
込むことで、時間経過に伴い様々な図版や光が
空間に変化を与える。

 扇絵の壁
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2100mm

920mm

100mm

蛍光ファイアライト

飛散防止フィルム

観光経路・ハザードマップ

瓦骨材コンクリート

蛍光ファイアライトを用
いることで、火災時や夜
間は、避難経路のみを発
光により表示可能となる。
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烏丸通

観光案内
ハザードマップ

ポスト倉庫

観光案内・ハザードマップ　
　　
観光案内を各所に設置することで、観光しやすくする。
災害時は、蛍光ガラスによってハザードマップが夜間
でも見やすくなっている。

お茶屋竹の壁

竹の道を通りぬけると小さな広場があり、賑
わっている様子が烏丸通りから見える。
この広場ではお茶屋で買ったものや各自持ち
よったものを食べながら話をする事ができる。
観光用の経路と寺内町住民の経路の交差点に
広場があるので様々な人が楽しむ空間となる。

座る事ができる壁

壁の中に座る事ができる。
壁に機能もたせる事で、壁が生活の一部となる。

こここここここ
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お茶屋

ジュラクロン塗装
耐火ガラス    t=20mm
竹　　　 　　 t=100mm
耐火ガラス　　t=20mm

コンクリート打ち放し
ランデックスコート塗布
コンクリート　 t=450mm　

作業場

扇子屋

扇子作りが体験できる壁

壁に大きな窓や作業台を付ける事で職人が扇子を作って
いるところや、一般の人が扇子作りの体験をしていると
ころを見る事ができる。

扇絵が描かれている壁

壁を長くする事で東洞院通りからの人もこの道に引き込む。
扇絵には数多くの室町時代の京都の有様が描かれている。扇子屋
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ＲＣの壁から木を模ったオブジェクト
が浮き出ている。そのでっぱりに手足
をひっかっけてよじ登ることができる。

路を挟んだ向かい側には同様のかたちで
くり抜かれたＲＣの壁。手足をひっかけた
り、のぞきこんだりできる。
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扇子作りが体験できる壁

 扇絵の壁

モルタル補修の上、塗装仕上げ
ジョイントV  t=2+2mm
サイディング t=12mm
下地合板　　 t=9mm

ジュラクロン塗装
ガラス    t=20mm
フィルム  t=15mm
ガラス　　t=20mm

壁と遊ぶ

ポーラスコンクリート、培養土を
金網の枠で壁状にする。
ツタ類の植栽で緑の壁となる。

耐火ガラスに塗装した壁の
プランター。住民のガーデニ
ングに利用されながら、植物
が育つと緑の壁となる。

1：300道に溢れるほどに
植物を楽しむ家が
多くみられた。
そこで隙間を活用
して植物を育てる
空間とする。

緑の壁

1：300

仏具店 寺院

瓦コンクリートをくり抜いた線香の受
け皿。地域の特色で路が香る。
仏具のひとつである線香のｼｮｰｳｨﾝﾄﾞｳ
としても機能する。

瓦コンクリートをシェードとした照
明。線香の灯りと共に路を照らす。

仏具屋
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第一回文化遺産防災アイデアコンペティション

壁の細道

文化遺産保存とは、単体の文化財そのものだけでなく、周辺地域の生活や町並みをも含めて保存することではないだろうか。

寺内町は寺院を共有物とする町組であり、東本願寺と共に歴史を歩んできた。しかし、文化遺産として防災対策がとられて

きた東本願寺に対し、寺内町は木造建築物密集地域として、火災や地震に対する脆弱性を孕んだまま存在し続けている。

寺内町の防災能力を向上させ、街の魅力を引き出す歴史「都市」防災モデルプランの提案を行う。

隙間のネットワーク化による寺内町再編

1.　寺内町について
この地域は木造建築密集地域であり、旗竿地状の接道幅の短い敷地が数多くある。この様な木造密集地域では、防災上有効な

空地をとることは難しいとされてきた。

京都は古くから都市火災が多発する地域であり、京町家は奥庭や蔵によって延焼を防いできた。しかしこれらは周囲を囲われ

た所有空間でしかない。

寺内町は、東本願寺の門前町として古くから仏具店や参拝者の宿坊として賑わってきた。これらの商店は、東本願寺への仏具

の製造、卸業としてだけではなく、京都市における仏具街として市民にも認知されている。しかし仏具は、購入時の選択基準

が分かりにくく、市民にとって敷居の高い商店になってしまっている。伝統工芸品である京仏具製造技術は、京都における重

要な文化財であり、社会に対し積極的発信をすべきである。

これらの既存固有空地を公共へ開放することで、町全体として防災上有効な線的・面的外部空間を確保することが可能となる。

また、それらは災害時の避難経路としてだけではなく、新たな観光、地域コミュニティの起点として日常を豊かなものに変え

ていく。

①活性可能空間の抽出
市街化に伴い取り残された空地、既存駐車場及び、町家内の通り庭や奥庭、

寺社の庭を抽出する。

②抽出した空間の結合
抽出した空間を既存路地を利用しながらつないでいく。

このとき、点在する小さな空間をつなぐ為に、一部の建物に減築や外壁の

強化を行う。

③アクティビティ壁の挿入
抽出した空間に、様々なアクティビティを誘発する壁を挿入する。

この壁は、耐火壁として災害時の避難経路をより安全なものにするだけで

なく、店先の広告や観光用経路案内、個人の庭や住民のテラス等、寺内町

に不足している機能が付加されている。

④隙間ネットワーク
形成された線的・面的外部空間は、寺内町に縦・横の新たな人の流れを生

み出す。これによって二方向避難が可能となり、地域の防災力が向上する。

また、縦軸は寺内町住民にとっての生活空間となり、横軸は東本願寺と渉

成園をつなぐ観光用経路となる。

2．隙間のネットワーク化

植物の壁 

ここは、個人住宅が立ち並び、小道

が迷路状になっている。

そこで、互いに奥庭を提供しあい、

みんなで奥庭を共有する事で緑の広

い道ができる。

座れる壁

このあたりは、気軽に座れる場所が

少ない。

そこで、壁でもありベンチにもなる

防火壁を広場に設置する。この防火

壁を中心に寺内町住民や観光客の交

流の場となる。

落書きができる壁

壁が黒板になっている。

周辺住民が自由に落書きしたり、掲

示板として利用する事が出来る

棚になる壁

ここは、法衣店・法蔵館書店・数珠

店が立ち並ぶ場所である。

法衣や法蔵書、数珠に慣れ親しみの

ない人も気軽に手にとれる様に店の

前にある棚 ( 壁 ) に商品が並べられ

ている。
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寺院・神社

仏具店

耐火構造

町屋

アクティビティ壁

隙間ネットワーク
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